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➢ 不具合のあった制御棒駆動機構の分解調査を実施したところ、通常では見られない傷が
ガイドチューブ※にあることを確認

➢ 傷の原因を調べたところ、ラッチがボールナットにしっかり収まっていない状態で中空ピストンが
ガイドチューブ内を下降する際に、ローラーの動きが固く、ローラーがガイドチューブに引っかかった
ことによるものと判断

➢ 制御棒が引き抜けなかった原因は、その引っかかりによるものと推定

➢ そのため、当該制御棒駆動機構を予備品との入れ替えを実施

➢ 今後、電動での挿入・引抜きを行うことで同様の引っかかりが発生しないことを確認予定

➢ また、他の204体についても、電動での挿入・引抜き操作を行い、モーターの動作状況を
電流測定し、引っかかりの兆候がないか1体ずつ確認していく

➢ その後問題がなければ、運転圧スクラム検査等、残りの健全性確認を実施する

➢ なお、不具合のあった制御棒駆動機構の分解点検の際に、加工時のバリやビニール片等も
発見したが、いずれも今回の不具合を引き起こす要因にはなりえないと評価しており、炉内へ
の混入も考えにくいことから、原子力安全上の影響はないと判断

➢ 今後も何かあれば立ち止まり、一つひとつ確実に安全最優先で対処していく

※：ラッチの外側に位置する筒状の部品
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6号機制御棒駆動機構の分解点検について（3/3）


